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Title 
Finger-tapping Motion Analysis in Cervical Myelopathy by Magnetic-Sensor Tapping Device 
（磁気タッピング装置を用いた頚髄症患者の指タッピング動作解析）

論文内容の要旨 

〔目 的(Purpose)〕 

 手指運動障害は頚髄症の症状の一つであり、病状の進行とともに手指運動も障害される。したがって手指運動を評

価することは頚髄症の病状の把握につながる。手指運動評価として最も簡便な方法は10秒テストであるが、評価項目

は回数のみである。回数のみにこだわるがために手指の握り開きが中途半端になる症例や握り開きを完遂するがため

に回数が著しく低下するという症例を散見する。こういった症例では回数のみで手指運動が評価できるとはいいがた

い。手指運動は多方面から評価する必要があり、本研究では動作解析を行いやすい母指-示指タッピングを頚髄症患者

で測定してその有用性を示すことを目的とした。 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

 圧迫性頚髄症患者43名と健常者41名を対象に左右の手で母指-示指タッピング動作を測定した。頚髄症患者について

は術前と手術後約2週の二点で測定を行った。測定には磁気センサー指タッピング装置（日立社製）を用い、なるべく

大きく速く30秒間タッピングを行ってもらった。タッピング回数・総タッピング距離・開く速度と閉じる速度の比（開

く速度/閉じる速度）・タッピング間隔の標準偏差（反復運動の均一性）を比較した。また、頚髄症患者の重症度評価

としてJOAスコアを用いた。 

 頚髄症患者では健常者に比べてタッピング回数・総タッピング距離・開く速度/閉じる速度の値は低く、タッピング

間隔の標準偏差は大きかった。また、頚髄症患者におけるこれらの値は頚椎手術術後に改善した。4つのパラメーター

のうち、総タッピング距離とタッピング間隔の標準偏差がJOAスコアと相関があった 

〔総 括(Conclusion)〕 

 頚髄症患者における母指-示指タッピング動作の定量的評価を行った。タッピングの回数や速度だけでなく運動の均

一性も頚髄症患者においては低下しており、手術を行うことで改善した。母指-示指タッピング動作を解析することは

頚髄症患者の重症度を評価するうえで有用であった。 




